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1.経緯と目的
■パブリックスペースに関するフィールドワーク
パブリックスペースにおいて1995年ごろより，昭和女
子大学杉浦久子研究室では様々なフィールドワーク活動
（設計）を行ってきた。簡単に以下に示す。
199597 瀬田南地区歩行者空間「流転の道程」
（道路歩道新設）
（世田谷区 瀬田南）
1998 NestNetArchitecture
（秋桜祭）
（世田谷区 本学内）
1999 PictureCommunicationKiryu
（桐生再演5）
（群馬県 桐生市）
2000 トークピースケース
（世田谷アートタウン2000）
（世田谷区 三軒茶屋）
2001 サイクルプランツプロジェクト
（世田谷アートタウン2001）
（世田谷区 三軒茶屋）
2002 蚊帳のウチ
（菜の花里美発見展）
（千葉県 おゆみ野）
2003 ユキノウチ
（越後妻有アートトリエンナーレ2003）
（新潟県 十日町）
2004 ココしかけプロジェクトin新宿
（東京デザイナーズウィーク）（西新宿）
ココしかけプロジェクトin二子玉川
（世田谷区国分寺崖線を活かした都市づくり）
（世田谷区 二子玉川）
2005 コスモスバルーンプロジェクト
（秋桜祭）
（世田谷区 本学オープンカレッジ）
2006 幸（ユキ）のウチ
（越後妻有アートトリエンナーレ2006）
（新潟県 十日町）
2007 Cobwebプロジェクト
（せたがや家庭訪問第1回「屋敷林オープン
ガーデン＆ハウス」/現代GP環境）
（世田谷区 烏山）
2008 イセキのミチイセキのマチ
（せたがや家庭訪問第5回「ねこみち こみ
ち まねきみち」/現代GP環境）
（世田谷区 山下，豪徳寺）
以上のように，年にひとつはまちの中（パブリックスペー
ス）で実際的な空間をデザイン，制作，設置してきた。今
まで行ってきた場所は，歩道，銀行のファサード，連絡通
路，高架下，住宅地遊歩道，民家隣棟スペース，公開空地，
旧邸宅庭園，ビルのウィンドウ，住宅地内空き地，都市の
屋敷林，空き店舗など本当に様々であり，まちの中のニッ
チな隙間的場所が多い。このような場所の可能性を探るこ
とは，都市の眠っているストックを掘り起こすような作業
である。また，ここでいうパブリックスペースとは「文字
どおりの公共空間」と，「私有地であっても公共性が高い
と考えられるスペース」を指す。
■サイトリノベーション
私たちの研究室では，およそ10年ほど前から，「サイト
リノベーション」と称して実際の街に出て，年にひとつは，
その場の人やできごとを巻き込んだ1/1のプロジェクト
を行ってきた。まちの中でポテンシャルは高いがあまり活
用されていない場所を発見し，多くは「インスタレーショ
ン」というアート的手法を用い，まちに仮設空間を設置し，
「場」に「出来事」を起こしてきた。
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現在の山下の地図と桜木遺跡の地図の重ね合わせ
山下「イセキのミセ」平面図
遺跡住居跡
紙管で表現した住居跡
ブックレット
山下豪徳寺周辺3D地図
回遊性を生む
豪徳寺「イセキのミチ」平面図
Yamashita
イセキのミセ
イセキのミチ
Goutokuji
世田谷線
■サイトリノベーション活動の目的と意義
公共空間を占有したり，私有地を開放したり，テンポラ
リーなプロジェクトは，街に村に出現して場所を発見し，
人びとの交流を促す触媒のようなものとなってきた。今回
の活動もその延長線上にある。今まで，世田谷区内で8箇
所，その他都内1箇所，千葉1箇所，群馬1箇所，新潟1
箇所（2回）と様々な異なる場所で行ってきた。同じ場所
で続けない理由についてよく尋ねられるが，その理由のひ
とつは，偶然的にアートイベントなどの参加要請があった
ためであり，そうした状況を選択しているとも言える。多
くは地域の住民の方たちと協働で行ってきたが，皆意識の
高い方たちが共に活動していただけた場合が多いからか，
地域の内側からは硬直してしまうことも，異邦人のような
立場からは提案できる，ということを痛感した。
「都市から考える公共性コミュニティデザインと都
市の公共空間」（「公共哲学13」）の中で今田高俊氏は，
「秩序と管理による条理化された都市空間ではなく，変
則者によるボーダーの刺激と新たな秩序への目覚めといっ
た過程が，都市の公共性を活性化するように思っています。」
と述べているが，実際に，私たちの行ったことがささやか
な切っ掛けとなって，地域で自主的な活動が始まった例も
いくつかある。（千葉おゆみ野では協力していただいた地
域のお母さんらが地域を変えようと選挙に参加，当選して
いる。）私たちが種を蒔いて，地域の方が育てゆくような
イメージである。まちづくり的視点から言えば，そのまち
の人自身が自発的に活動を始めてゆくことが良いと考えて
いる。
■せたがや家庭訪問
昭和女子大学は，「せたがやの環境共生の人づくり街
づくり－地域と作る継続的な次世代リーダー育成プログラ
ム－」というテーマで平成18年（2006年）度文部科学省の
現代GP（現代的教育ニーズ取組支援プログラム）環境に採択
され，その補助金を受けた3年間の事業の一環として筆者
は6回の「せたがや家庭訪問」プログラムを計画した。
これは学生が地域の現場に出掛けていき，世田谷区にある
家庭街など，実際の場所を調査し，使わせてもらうこ
とで，大学と地域の連携を図り，地域ストックとして価値
あるものを発見，紹介，交流していくものである。生活環
境学科建築学（現環境デザイン学科建築インテリア）コース
杉浦久子研究室では，このプログラムの第 1回 2007年
「Cobwebプロジェクト」（「屋敷林オープンガーデン＆
ハウス」世田谷区 烏山），第5回2008年「イセキのミチ
イセキのマチ」（「ねこみち こみち まねきみち」世田谷区
山下，豪徳寺商店街）を行った。
ここでは，昨年度行った第5回のプロジェクトについ
て報告する。
2.方 法
「エコ＆スローライン世田谷線検討会」，「同シンポジウ
ム」参加という経緯もあり，研究室の学生を中心とする参
加学生とともに，世田谷線沿線の魅力を発見し，伝えるプ
ロジェクトを行いたいと考えていた。まち歩きをし，ポテ
ンシャルはあるがまだあまり伝えられていない魅力的な空
間性のある山下，豪徳寺商店街に着目し，さらに皆でまち
をリーディングした後，具体的な空間を設定し，地域の協
力を得つつ，許可をいただき，まちにテンポラリーな非日
常的な空間を作った。
3.デザイン
1） 現 況
小田急線豪徳寺駅の改修のため，世田谷線山下駅に乗り
換えるために利用されていた経路に変更が起こり，昭和の
面影を残す商店街への人の流れも少なくなっていた。回遊
性のある面白い路地空間が山下，豪徳寺商店街双方にあり，
この二つががり面的に認識されるとより活性化しそうで
あると考えた。
2） デザインコンセプト
■「ねこみち こみち まねきみち」
招き猫で有名な豪徳寺にほど近い，世田谷線山下駅周辺
の空き店舗でインスタレーションを行った。ふたつの商店
街の特徴的な2店舗を使用することで町に新たな人の流れ
が起こることを期待し，全体としては「ねこみち こみち
まねきみち」プロジェクトと題した。各々の空き店舗を
「イセキのミチ」，「イセキのミセ」として，商店街に，タ
イムスリップする非日常的な空間をつくった。2006年に
この地域で縄文時代の住居跡「桜木遺跡」が発掘されたこ
とから，店舗内にこの遺跡の部分を7000本の紙管を使用
して原寸大で再現し，私たちが生きている「今」は，さま
ざまに重層化した「過去」と同時にあることを表現してい
る。住民から集めた地域の過去のアルバム写真と，現在の
同じ場所を対比する映像等も同時に展示した。また，遺跡
発掘に関係した本学歴史文化学科の小泉玲子研究室と協働
し，図面等の資料提供，店舗でのレクチャー「イセキのハ
ナシ」などを担当してもらった。
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材料（紙管） 作品運搬作業ユニット施工作業
冊子制作作業
楽しそうに遊ぶ子供達
構成エスキス
2008月9月5日 読売新聞朝刊掲載記事
当日の様子（山下） ブックレット内の1枚 昭和と現在を比較
3） デザイン提案
■デザインの経緯
以上のように，2008年3月頃から始まったこのプロジ
ェクトは，まず，世田谷線沿線を街歩きすることから始ま
った。そこで，レトロな雰囲気を持ち，細い路地空間のあ
る山下商店街と豪徳寺商店街が気になり，実際に細部を見
て歩き，研究室にてデザインミーティングを何度も重ねた。
各々の商店街の空き店舗について，商店街や世田谷区産業
政策部（財）世田谷区産業振興公社の方には，情報提供
と資料提供をしていただいた。NPO法人まちこらぼの方
には空き店舗の使用や，地域商店街との架渡しをしていた
だいた。その結果，二ヵ所の空き店舗を使用することが可
能となった。それと同時期に敷地周辺で縄文時代の桜木遺
跡が発掘された事を知った。縄文時代の遺跡と現代の街が
オーバーラップするイメージが生まれ，実物大の遺跡の住
居跡の大きさを体感し過去に思いを馳せるように，実際の
空き店舗に実物大の遺跡跡を表現するアイデアがうまれた。
「過去と現代の重層化」をコンセプトに縄文時代から昭和，
現在の日常の時間軸を歩くような空間にしようとした。
そこで，本学の歴史文化学科で考古学を専門とする小泉
研究室より桜木遺跡のデータをいただき，住居の大きさや
穴の深さを基に設計図面を書いた。実際に使用する材料に
ついては，コストや施工を考慮し，紙管を立てて用いるこ
とにした。約7000本の紙管で構成されている空間は，す
べて学生たちの手作業で組み立てた。
二つの商店振興組合の方々や，NPO法人まちこらぼの
協力を得て，この地域で撮られたアルバム写真の提供をし
ていただき，これらを使って，縄文時代から昭和現在と
日常の時間の重層化のイメージDVDを作成し，空き店舗
内に映した。（ブックレットに掲載。）
■デザインのポイント
デザインのポイントを以下に示す。初めの3項目は，今
までのたいていのプロジェクトに当てはまるものであり，
条理化された現在のまちの中に，あってほしいものである
と考えている。3項目以降は今回のプロジェクトに適応す
るものである。
・日常空間の中に非日常空間を差し挟む。
・まちの交流空間，コミュニティを仕掛ける。
・サイトにあるモノコトヒトを使う。
・回遊性のある路地空間の魅力を伝えるため2箇所に分か
れている商店街の連続性をつくる。
・通り抜け店舗を，道に見立て回遊性を生み出す。
・袋小路の店舗の奥性を活かし道を貫入させる。
・豪徳寺，山下各々の場所の空き店舗で同じ空間を設置，
時間差で2度イベントを行う。
・レトロな空間性を活かし，周辺の近過去と現在の時間の
重層化をはかる。
・この周辺で発掘された遺跡の情報を伝え，古代と現在の
時間，空間の重層化をはかる。
・地域の方からのアルバム写真の提供協力によりコミュニ
ケーションを促す。
・古代の遺跡空間を実際スケールで体感させる。
・紙管7000本により遺跡を抽象化する。
・縦に紙管を充させることによる再現上，施工上の有利
性を活用する。
・都市的にはまちの中の通り抜け道として利用する。
・インテリア的には展示，休憩空間として利用する。
・豪徳寺の「招き猫」をプロジェクトのネーミングに応用
する。
4） 空き店舗内における作品
■「イセキのミチ」（間口3.3m×奥行き10m）
2008年7月25日～27日 10:00～16:00
住所:豪徳寺商店街の空き店舗（ミヤシューズ跡）
世田谷区豪徳寺1222
通り抜けできる空間性を最大限利用し，紙管で表現した
遺跡に通りミチをつくり発掘現場を通り抜けられるように
と考えた。
店舗内は，古代遺跡の断片を原寸大で再現し，この地域
の過去から現在の写真（DVD）を提示した。
店舗内いっぱいに約7000本の紙の筒が立ち並び，桜木遺
跡の部分を原寸大で再現した。二つの竪穴式住居の跡が店
舗内いっぱいに入っている。遠い昔の暮らしが日常のすぐ
下に埋まっていたという事に，訪れた地域の人々は驚いた
様子であった。
期間中豪徳寺商店街にはイセキの断片をイスとして配置
した。長い商店街で一休み出来る場となった。
会期中は天気に恵まれ，買い物客や地元の方，学校帰りの
学生等，多くの人が訪れた。
歴史文化学科小泉研究室の学生が「イセキのハナシ」を
店舗内で行った。パネルや模型を用いて縄文時代の生活の
様子や遺跡の発掘の説明を行うと，訪れた人々は，大変熱
心に聞き入っていた。また，大変多くの質問があった。こ
の店舗内に訪れた人々は，ぼんやりと美しくライティング
された空間で，気持ち良さそうに寛ぐ人が多かった。
地域住民から集めた写真によるDVDを見て「50年こ
の地に住んでいますが，大変懐かしく見させていただきま
した。」と，昔を懐かしむ声が多く聞こえた。この地に最
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イセキのミセ（山下）
イセキのミチ（豪徳寺）
山下空き店舗
豪徳寺空き店舗
近住み始めた学生や若者からは，「この地のルーツを知る
ことができ，さらに豪徳寺を好きになりました。」と語っ
てくれた。子供たちは遊具として利用し，楽しんでいた。
幅広い年齢層が思い思いに空間を楽しんでいる様子が見ら
れた。
■「イセキのミセ」（間口4.2m×奥行き10m）
2008年9月5日～7日 10:00～16:00
住所:山下商店街の空き店舗（山下駅に隣接）
世田谷区豪徳寺1445
この店舗側の駅の出口は近年小田急線豪徳寺駅の改修に
伴い，多くの人が反対側の出口を利用するため，人の流れ
が減少してしまった。そこで，この店舗に人を呼び込み，
再び流れが起こることを期待した。また，この店舗は駅に
隣接する路地のアイストップにあるため，「イセキのミセ」
では映像はミセの奥で流し，おもしろい袋小路の空間性を
強調した。店舗内は，豪徳寺商店街で行った「イセキのミ
チ」の展示物を移動し，展示した。
豪徳寺商店街の空き店舗からこの空き店舗までの距離は
約250mであるが，移動の搬出入の作業を商店街の方々
が手伝ってくださった。店舗の大きさはほぼ同じ程度であ
ったが，若干形態等が違う為，イセキの配置を再構成した。
初日（5日）は，雑誌『世田谷ライフ』での告知や，当
日の読売新聞の朝刊の記事に掲載された事を受け，遠方か
らも多くの人が来場した。最終日（7日）は，世田谷線沿
線を巻き込んだイベント「つまみぐいウォーキング」のス
タンプラリー会場ともなっていたため，さまざまな層の来
場者をみた。
この店舗では，駅と隣接していたために，イベントの内
容を知らない人々も多く訪れた。幅広い層の人々にこの地
域に縄文時代の遺跡があったという事実を呈示することに
よって，大変興味を持っていただけた。また，DVDによ
り映されていた昭和初期の写真を通して，さまざまな思い
出話に花が咲き，世代間コミュニケーションも起こった。
■遺跡を原寸大で再現
高さや太さの異なる21種類の紙管7000本を店舗いっぱ
いに敷き詰めた。大きな円形の溝は，壁を支える杭を立て
た溝である。円形の中にある4つの大きな穴は柱跡，中央
の穴は囲炉裏跡，穴や溝の部分には深さに応じて低い紙管
を並べ，遺跡の断片を原寸大で再現した。会場ではこの地
域の近過去の写真と現在の写真を対比させ，映像で流した。
展示スペースだけでなく，休憩スペースを作るために遺跡
の地と図を反転させ，穴の部分だけを残し，イスとして使
えるようにした。（平面図参照）
■空き店舗
店舗内には竪穴式住居の跡が二つ入る。店という空間を
使うことで原寸大で再現した遺跡のスケールがよりわかり
やすくなることと，見るだけでなく，作品の上に乗れるよ
うにすることで，昔の住居のスケールを実際に体験できる
ようにした。
■商店街の活性化
商店街の方には店舗を探す際には情報を提供していただ
いたり，搬出入をお手伝いしていただいた。近隣に住んで
いる子供たちが毎日のように訪れた。新聞に記事が掲載さ
れたこともあり，会期中には1000人以上の来場者があっ
た。二つの特徴的な2店舗を使用することで，町に新たな
人の流れが起こった。プロジェクト全体としては招き猫発
祥の地として知られる豪徳寺にあやかり，「ねこみち こみ
ち まねきみち」と題していたが，このネーミングは地元
の方からの申し出により，今後，地元のイベントに使って
いただけることになった。イベントを通じて地元の人々と
記憶を共有化することができた。使われていなかった場所
もささやかな事を起こすことで街の人々の交流の場となる。
私たちの行ったことは空き店舗の1つの使い方を提示した
ことになろうか。
■コスモス祭での展示発表
2008年11月89日
場所:昭和女子大学5S33
「イセキのミチ」「イセキのミセ」にて行った空間設計
設置プロセスを，昭和女子大学秋桜祭にて発表展示を行っ
た。
敷地はほぼ同じ大きさであったが，若干形態等が違う為，
イセキの配置を再構成し，同様にDVDの展示も行った。
この展示に向けて計画，準備，設営を行ったのは杉浦研究
室3年生の有志10数名であった。大学の教室内に，活動
報告としての写真や，プロセスの模型などを展示した。多
くの学内外の来場者に学生らは説明を行い，現場での活動
内容を広く伝えることに効果があったと考えられる。
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ポスター
断片をイスとして配置
イセキのミチ
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プロジェクトの流れ（2008年3月～）
研究室の動き その他関係者との動き 写真（作業工程～完成）
3月 ・場所の検討 ・エコ＆スローライン会議シンポジウ
ム
4月 ・場所選定調査
・デザインミーティング（企画立案）
・豪徳寺商店街の方とミーティング
5月 ・敷地調査
・デザインミーティング（企画立案）
・世田谷区産業振興公社の方とミーテ
ィング
・NPO法人まちこらぼの方とミーテ
ィング
6月 ・デザインミーティング（企画立案）
・空き店舗使用依頼（豪徳寺）
・空き店舗使用依頼（山下）
・歴史文化学科の方とミーティング
・企画案決定
・材料検討
・SDレビュー提出
・豪徳寺商店街振興組合の方々にプレ
ゼン
7月 ・図面模型作成
・材料納品
・制作施工
・現地写真撮影
・ブックレット入稿
・搬入（豪徳寺へ）
・世田谷FM出演
・25日～27日豪徳寺で開催
・山下駅内部視察
・山下商店街振興組合の方にプレゼン
・商店街住民から写真提供
・空き店舗使用決定（豪徳寺）
・空き店舗使用決定（山下）
9月 ・ミーティング
・搬入（山下へ）
・5日～7日山下で開催
・豪徳寺商店街の方々と搬出入（協働）
山下空き店舗
視察
構成エスキス
冊子制作作業
現場でユニットを
組合せる
ユニット施工作業
作品運搬作業
4.今後の展開
■「イセキのミチ」「イセキのミセ」まとめ
メインタイトル「ねこみち こみち まねきみち」は，
招き猫で有名な山下，豪徳寺商店街の空間性が古い路地空
間の面白さにあることから，猫が不思議な世界に招かれ迷
い込んでゆくイメージで付けた。「イセキのミチ」はミセ
そのものが通り抜け道となるように，「イセキのミセ」は
路地の行き止まりのような場所が駅とがるように，と考
えた。二つの商店街に分かれてはいるが，訪れた人には何
となく昔懐かしい路地空間のある商店街という空間の印象
はいっしょである。ふたつががってみえることは，相互
扶助的に意味があるかと思う。
「ねこみち こみち まねきみち」というネーミングを
今後地域で自主的に行ってゆく活動に使わせてほしい，と
いう地元の方からのご依頼は何より嬉しいことであった。
私たちのイベントは終わってしまうが，この名前がまちに
残り，プロジェクトの記憶がともに残ることの意義は大変
大きいものかと思う。
今後も何かお手伝いできることがあれば協働してゆきた
いが，この活動が地域活性化の何かの切っ掛けになったと
すれば，私たちの活動の意味は大いにあったと考える。
学生たちの感想には，
「このプロジェクトを通して，過去を愛しく感じた。そん
な私達の想いが形になって，会場に来てくださった方々に
伝わった事がとてもうれしかった。」
また，来客した方々と目を合わせ会話をすることで，
「人の温かみに触れ，学内では学べない多くのことを学ぶ
事ができた」
というものもあった。
このイベントを通じて人々のがりを強く感じることが
出来た。この地に昔から住んでいる仲間同士，会場に何度
も足を運び，思い出話に花を咲かせていた姿が印象的であ
った。
■参考文献
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員会
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（すぎうら ひさこ 環境デザイン学科）
（おおなか あいこ 生活機構研究科修士1年）
（なかむら もえ 生活機構研究科修士1年）
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